
岡 観 第 ４４４ 号   

平成３１年３月２５日   

 保健福祉企画総務課長 様 

                                                  観光振興課長 

岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 下記施設整備事業について、平成３１年３月１５日岡山市くらしやすい福祉のまちづ

くり設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

記 

事 業 名 

（整備概要）
造山古墳ビジターセンター（仮称）新築工事

委員からの意見 委員の意見に対する回答

○ 車いす用駐車場は１台ではなく複数あった

方がよいのではないか。

○ 日よけスペースの出入り口の扉は開き戸で

はなく、引き戸にできないか。日よけスペ

ースは校外学習で来る学生の利用を想定し

ており、一般観光客の利用を見込んでいな

いとのことであるが、学生でも車いすの利

用者はいるので、検討してほしい。

○ 新設する施設から既存のトイレまでの動線

（点字ブロック等）はどのようになってい

るのか。

○ 掲示板からスロープ及び建物入口までの点

字ブロックは敷設しないのか。

○ レンタサイクルで来られる方もいると思う

が、駐輪スペースが必要ではないか。スロ

トイレの近くにももう１台設置する予定で

あり、合計２台設置予定です。

建物内から古墳がきれいに見えるような設

計にしていますが、引き戸にするとサッシの

レール枠が太くなるため、できるだけサッシ

の枠が細くなるよう開き戸にしています。現

在予定の開き戸でも、車いすが通る幅８０ｃ

ｍ以上は確保できています。 

検討します。 

検討します。 

駐輪スペースの設置については可能です。設

置場所については検討します。 



ープの前に駐輪しないようにしてほしい。

○ ビジターセンターからトイレまでの間に屋

根もないので、せめて多目的トイレだけで

も建物内に必要ではないか。

○ 既存のトイレは、多目的トイレはあるもの

のそれ以外は和式トイレしかないのは高齢

者にとっても不便。１つか２つだけでも洋

式化できないか。

○ 今回トイレは既存のものを使用し、新たに

整備しないとのことであるが、観光スポッ

トとして整備する以上、トイレを含めた計

画を立てるべき。予算の都合もあると思う

が、多目的トイレも古いタイプのものなの

で、他のところを抑えてでも前倒しでトイ

レを整備してほしい。

○ 多目的トイレの窓はどのような窓か。中が

見えないよう配慮してほしい。

○ 多目的トイレにオストメイトをつけてほし

い。

○ 駐車場からトイレ前のスロープに上がる際

に段差はないのか。

○ 一般の方の駐車スペースが少ないように思

われるが、満車で駐車できなかった場合は

どのように対応するのか。今後、県外や海

外から誘客するのであれば検討してほし

い。

○ 建物を駐車場の西側に設置すれば、建物内

から古墳を見るときに駐車場が見えなくて

よいのではないか。

駐車場のスペースが限られていることから

必要最低限の施設の整備を計画しておりま

す。検討します。

観光トイレについては、公共施設等総合管理

計画の個別施設計画策定の中で、今後、造山

古墳観光駐車場のトイレも含めた市内各所

の観光トイレのあり方と整備について検討

していきたいと思います。

検討します。

窓は強化型板ガラスなので、中で何をしてい

るかまでは見えません。

オストメイトやベビーチェア等は、今後、他

の観光トイレも含めて検討します。

段差はなく、スムーズに上がることができま

す。

時期にもよりますが、駐車場が不足している

とは認識していません。校外学習の時期はバ

スがたくさん来られることがありますが、生

徒をおろして、見学の間周遊してもらう等で

対応しています。

浄化槽の横の空きスペースも有効利用する

ことでなるべく駐車スペースを確保するた

め、この配置にしております。できるだけ展

示ホールの前には駐車しないよう駐車スペ

ースを考えます。



○ 非常時に日よけスペースから避難する場

合、車いすを押したことがない人が５～６

ｃｍの段差があるところを押すのは危険。

事務員に講習を行うか、スムーズに避難で

きるよう考慮してほしい。

○ 建物内で火災が起きた時、報知器だけでな

く、聴覚障害者、高齢者に音以外で非常時

であることを案内できる設備を整えてほし

い。

○ 火災等非常時の避難路を複数整備してほし

い。車いすの方も安全に避難できるような

避難計画を立ててほしい。

検討します。

検討します。

 検討します。


